
区　分 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

供給単価 (円)※１ 81.55 81.80 81.75 89.85 91.12 91.03 80.04

給水原価 (円)※２ 88.71 86.10 83.44 81.96 84.40 89.02 92.06

差額 (円) △7.2 △4.3 △1.7 +7.9 +6.7 +2.0 △12.0

料金回収率（％）※３ 92 95 98 110 108 102 87

※１：供給単価とは、給水量１㎥あたりの収益です。
　　　なお、令和２年度の供給単価が大幅に下がっているのは、２期（４か月）分の基本料金減免を実施したためです。
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※２：給水原価とは、給水量１㎥あたりの費用です。

※３：料金回収率とは、給水原価に対する供給単価の割合です。料金回収率が１００％を下回っている場合、
　　　給水に係る費用が給水収益以外の他の収入で賄われていることを意味しています。
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【参考】
区　分 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

給水収益 (円) 157,912,685 158,616,261 162,807,186 180,515,420 183,847,494 183,061,361 167,564,609

総費用 (円)※４ 193,190,692 188,630,523 189,925,437 187,029,646 191,068,771 201,242,522 213,477,659

受託工事費 (円) 1,250,223 1,659,550 1,889,525 1,556,700 641,900 1,760,950 206,000

長期前受金戻入 (円) 20,154,358 20,006,453 21,856,206 20,811,569 20,135,810 20,465,050 20,542,773

有収給水量 (㎥) 1,936,500 1,939,102 1,991,542 2,009,124 2,017,550 2,010,920 2,093,481

※４：総費用には、特別損失を差引いた金額を記載しています。

供給単価・給水原価推移

供給単価＝【算出方法】

【算出方法】 給水原価＝
総費用－受託工事費－特別損失－長期前受金戻入

有収給水量

【算出方法】 料金回収率＝ ×１００


